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４１

学びの場としての学校環境を整備する

　老朽化が進む学校施設の長寿命化を進め、多様化している教育ニーズに対応で
きる施設へ計画的に整備するとともに、適切な維持管理に努めます。また、児童生
徒の安全確保のために、通学路の環境整備に努めます。

①

学校環境の整備・維持管理

・学校耐震補強事業
・学校整備事業
・学校生活環境整備事業

①
学校と家庭・地域との連携

・地域に生きる学校づくり推進事業

②

自立心や豊かな感性の育成

・国際交流作品展示事業
・英語活動推進事業
・いきいきサポーター事業
・職場体験学習事業

③ 問題行動への対応

① 安全教育の推進

②
学校保健の充実

・各種健康診断事業

③
学校体育の充実

・運動部活動推進事業

④
学校給食の充実と食育の推進

・学校給食衛生管理事業

①

家庭や地域で進める健全育成

・青少年育成市民会議支援事業
・青少年交流事業
・補導活動事業

②
体験活動の推進

・少年自然の家管理運営事業

総　合　計　画

政　　策 施　　策 現在行っている事業 （６総 実施計画）

１２

健やかで自立心をもった感性豊かな子どもを育むまちをつくる

　安全で充実した学習活動が行えるように学校施設を整備します。また、家庭や地域と連携して、
質の高い学校教育を行うとともに心身ともに健康な子どもを育てる環境を整備します。

［現状・課題］

　少子高齢化、グローバル化など、子どもたちを取り巻く環境が急激に変化しているなか、未来を担う
子どもたちの、確かな学力、豊かな心、健やかな体を育て、学校、家庭、地域が連携して、学校教育の
充実と青少年の健全育成を図ることが必要である。また、全国的に自然災害や登下校中の事故が多
発していることから、児童生徒の安全確保が重要である。加えて、学習環境のより一層の向上を図るた
め、学校施設などの計画的な老朽化対策が求められている。

４２

子どもの生きる力を伸ばす学校教育を充実する

　子どもたちが生き生きと学校生活を送るための支援とともに、社会の急激な変化
に対応できる子どもに育てるため、家庭や地域と連携し、充実した学校教育を行い
ます。また、不登校やいじめ問題の解消を目指すとともに、子どもの自立心や豊か
な感性を育みます。

・老朽化が進む学校施設が増加していることから、児童生徒の安全・安心を確保するとともに、多様化
している教育ニーズに対応した教育環境を提供するため、学校施設の改築並びに大規模改造による
長寿命化や複合化などを計画的に進めることが必要である。

・学校生活環境の向上を図るため、トイレや校庭の改修、プールの改築、施設のバリアフリー化が求め
られている。

・グローバル化に対応できる子どもの育成を図るため、コミュニケーション能力の向上や国際理解、ふ
るさと教育などの教育環境づくりが必要である。

・発達障害など気がかりな児童生徒や問題行動への対応について、教師や児童生徒、保護者に対す
る支援体制が求められている。

・児童生徒の安全確保のための環境整備を行うこと、並びに心身の健康を保持増進するための、保健
教育や食育、学校体育の充実が求められている。

・安定した学校給食を維持するために、安全・衛生面に配慮した効率的な運営と、老朽化した施設の
整備が必要である。

・子どもの基本的な生活習慣やマナーなど規範意識を高めるため、地域ぐるみで健全育成に取り組む
必要がある。

４３

子どもの健康増進をはかる

　子どもたちが自らの身を守るための安全教育を推進するとともに、健康な生活を
送っていくために学校保健と学校体育を充実します。また、学校給食の施設と運営
体制を整備し、安全・安心な学校給食の充実に努めます。

４４

子どもの健全な育成をはかる

　家庭や地域、関係機関・団体が連携し、子どもと大人がお互いの顔が見える関係
を築きながら、青少年の安全確保と健全育成を進めます。また、インターネットに関
わる問題の解消に努めるとともに、自然環境の中で行う体験活動などを通して社会
性や自立性、豊かな感性を育みます。

参 考 

基本目標４ みんなが学び成長するまち 

Point：子どもたちの将来像 

    （政策） 「健やかで自立心をもった感性豊かな子ども」 

    （施策） より明確な目標設定の表現（メリハリをつける） 

          例） あいさつがしっかりできる子 

             受身ではなく、自分で判断し決断できる子 

             自分の気持ちを伝え、相手の気持ちを理解できる子 

             基礎学力、基礎体力の向上 

Keyword：「巻き込む」「つながり」「連携」 

       企業や個人との連携        

◎メリハリをつける 
  ・もう少し具体的な手段、方向性を提示 
  ・施策の方向性につなげやすくするため 

体験活動 ＝ 自然体験 
        仕事体験や選挙や裁判などの社会体験（学校教育？） 
        歴史体験、まつり参加などの文化体験 子どもに関する項目があまりない！ 



20

総　合　計　画

政　　策 施　　策 現在行っている事業 （６総 実施計画）

参 考 

基本目標４ みんなが学び成長するまち 

１３

市民が自主的に生涯学習や生涯スポーツを楽しむまちをつくる

　地域における生涯学習や生涯スポーツ施設の充実を図ります。また、関係機関と連携して子ど
もから高齢者まですべての市民が学習やスポーツに取り組み、生きがいを持って暮らすことので
きる環境を整備します。

①

生涯学習の推進

・市民憲章推進事業
・公民館運営事業
・公民館整備事業

［現状・課題］

　社会構造や生活環境が急激に変化しているなか、市民の生きがいづくりや自己実現への要求はま
すます高まっており、市民の学習ニーズや地域課題を的確にとらえた学習機会の提供が求められて
いる。また、市民一人ひとりが、個人のライフステージに応じてスポーツに親しみ、楽しむことができる
環境が求められている。

② 郷土学習の充実

③

図書館の活用推進

・図書館修繕事業
・図書館図書整備事業

①

生涯スポーツの推進

・体育協会育成等事業
・体育施設整備事業

②
福井国体・全国障害者スポーツ大会の推進

・福井国体運営費基金積立

４５

市民の生涯学習を支援する

　子どもから高齢者まで生涯を通じて自主的に学習に取り組めるよう、社会教育の
拠点である公民館や、市民の身近な情報拠点である図書館を充実します。また、
家庭教育や青少年教育など多様な学習機会を提供し、学習の成果が地域に還元
されるようにします。さらに郷土学習や世代間交流に取り組み、福井の魅力を発信
する住民主体の地域づくりを支援します。

・公民館や社会教育団体と連携を図りながら、市民の自主的な学習活動を支援する取組みが求めら
れている。

・老朽化した公民館や図書館について、施設の安全性やバリアフリーを総合的に勘案し、計画的な整
備を進めることが必要となっている。

・住み続けたい住んでみたい福井市づくりのために、児童生徒をはじめ市民一人ひとりが郷土に誇りと
愛着を持ち、福井の魅力を広く伝えていく必要がある。

・多様化する市民ニーズに応え、地域や学校と連携する図書館サービスが求められている。

・市民一人ひとりが、個人のライフステージに応じてスポーツに親しみ、楽しむことができる環境が求め
られている。

・安全・安心で気軽にスポーツを楽しむことのできる体育施設の整備を、計画的に進めることが必要で
ある。

・第７３回国民体育大会及び第１８回全国障害者スポーツ大会を成功に導くため、積極的な市民運動
を展開し機運醸成を図る必要がある。

４６

市民の生涯スポーツを支援する

　体育団体の活性化やスポーツ教室の開催によりスポーツに触れる機会を増やす
とともに、安全で利用しやすい体育施設の整備を進め、第７３回国民体育大会及び
第１８回全国障害者スポーツ大会を契機に、市民一人ひとりが、「いつでも」、「どこ
でも」、「だれでも」楽しみながら運動・スポーツに参加し、健康で活力ある生活を送
ることができる環境をつくります。

Point：スポーツや生涯学習への楽しみ方（関わり方） 

    「みる」「する」「支援する」 

    すべての市民が何らかの形で関わることができる 

Point：国体を契機に組織するボランティアを、 

    一過性のイベントではなく、継続性を伴う仕組みづくり 
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総　合　計　画

政　　策 施　　策 現在行っている事業 （６総 実施計画）

参 考 

基本目標４ みんなが学び成長するまち 

１４

歴史や文化を活かした個性的で魅力あるまちをつくる

　郷土の文化財を大切に保存し、豊かな歴史や文化、自然を将来に残すとともに福井の誇りとし
て発信します。また、市民の文化芸術活動を支援するとともに優れた文化芸術に触れる機会を創
出し、新しい文化活動の振興に努めます。

①

文化財の保護と活用

・おさごえ民家園補修事業
・養浩館維持管理事業
・一乗谷朝倉氏遺跡管理運営事業
・文化財保護センター管理運営事業
・歴史博物館収集保存事業
・歴史博物館調査研究事業

［現状・課題］

　価値観やライフスタイルの多様化が進むなか、市民が優れた文化芸術を鑑賞したり、自ら文化活動
を行うなど、心の豊かさやゆとりのある暮らしが求められている。また、郷土の豊かな文化遺産の適切
な保存・継承とともに、その積極的な活用が期待されている。

②

歴史・文化の継承

・歴史博物館企画展開催事業
・歴史博物館管理事業
・無形民俗文化財後継者育成事業

①

文化芸術活動の推進

・美術館企画展開催事業
・アトリエ開催事業
・市美展ふくい開催事業
・文化情報発信事業

②

文化芸術活動の担い手の育成

・文化活動支援事業

③
自然科学教育の推進

・自然史博物館企画展開催事業

４７

歴史や文化遺産を継承し発信する

　先人たちが守り育ててきた郷土の文化財や、歴史・文化に関する資料を活用し、
次世代へ継承していくとともに、福井の個性や魅力として発信します。

・福井の誇りとなる歴史や文化、自然への理解を深め、その保存や継承に努めるとともに、歴史・文化
のおもてなしとして発信することが必要である。

・散逸や消失が危惧される郷土資料の収集・保存、調査・研究が必要であり、また、老朽化している施
設について、資料を確実に保存するため、計画的な維持管理を進めることが必要である。

・市民が歴史や文化、自然に触れ活動に参加できるよう、魅力ある企画展の開催や教育普及活動の
充実を図るほか、市民の文化芸術活動を支援することが求められている。

・伝統文化の継承者など、文化芸術活動を支える担い手を育成することが必要である。

４８

市民の誇りとなる文化を振興する

　誰もが気軽に文化芸術に触れ、創作活動に参加できるよう、市民や各種団体の
文化芸術活動を支援します。また、施設の整備や人材育成など環境の充実を図る
とともに、気軽に芸術に親しめる魅力ある企画展を開催し、市民が誇りを持てる文
化を振興します。

Point：自然（自然科学、生物）に関する項目が弱い 

◎特に傾注して取り組む事業を提示 
  ・一乗谷朝倉氏遺跡に対する取組 
  ・養浩館庭園の活用 
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